
石井勲の漢字教室 2 Ｉ 一年生でも漢字が読める 第 2 章 漢字に強くなる秘訣 5 文部省方式にはこんな欠陥がある 

漢字は使うことによって力がつく 

 

漢字のほんとうの力は、使うことによってつくものです。「歩け」式指

導方式が、すばらしい成果を上げたのは、実にこのためだと思いま

す。また、文部省の目標の七倍もの漢字を覚えたということは、たい

へんなことのようですが、よく考えてみれば、実にあたりまえのことだ

ったのです。「あるけ」式では、ことばを、一つ一つ考えて書く習慣が

つきません。一音一音を、機械的にかなに表わしていけば、それでよ

いのですから……。 

これに反して、「歩け」式では、ことばを、ことばのもつ意味をしっか

りとおさえてから、それを書かなければなりません。これは、ちょっと

考えてみますと、たいへんなことのように思われますが、書くという仕

事には、それだけの注意は絶対に必要なものです。これをなまけて

いたのでは、ほんとうの国語の力、ものごとを考える力はつかないの

です。しかも、それは、最初に注意しさえすれば、すぐにその習慣が

つきますので、心配するほどたいへんなことではけっしてありませ

ん。 

 

能力より習慣が問題 

 

漢字の力は、ある意味では、習慣の問題で、能力の問題ではあり

ません。 

よく知っている漢字でも、使わないでいれば、そのうちにこれをわ

すれてしまうでしょう。それにひきかえて、漢字を知らなくても、教わっ

てでも漢字を使って書こうとする子どもは、かならずその漢字を覚える

ことができます。 

漢字の力は、どんな能力のある子どもでも、漢字を使って書こうと

する習慣がなければ、絶対につきません。これに反して、どんなに能

力の低い子どもでも、漢字を使って書こうとする習慣があれば、その

力はかならずつくものです。 

「歩け」式学習方式は、だれでも、漢字を使って書く習慣を、きっと

つけてやることのできる方式です。この方式で勉強する子どもたち

は、 

「漢字を使って書きなさい」 

などという注意を受けなくても、かならず漢字を使って書くからです。 


